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秋田県学習状況調査
１２月３日（水）、４・５年生が、秋田県学習

状況調査に取り組みました。これまで、秋田県が

４～６年生を対象に学習内容の定着度を確認する

 ために１２月のこの時期に実施しておりましたが

今年度から４・５年生だけを対象に行うことになりました。６年生は、４月に全国学力・学習状況調査を

行っているため、負担軽減の措置です。実施教科は、４年生が国語、算数、理科の３教科、５・６年生は

国語、算数、理科、社会の４教科です。テスト後には、学びに向かう姿勢や意欲面を把握するためにアン

ケート調査にも取り組みました。（６年生は、アンケートだけ取り組みました） 

 初挑戦の４年生も、２回目の５年生も、集中してテスト問題に取り組んでいました。

※前日と同日には、１～３年生が、国語と算数の総合学力調査を頑張りました！

 

ＰＴＡ授業参観、ありがとうございました！ 
 

１２月１０日(水)、ＰＴＡ授業参観・学年懇談がありました。師走のお忙しい中、多くの保護者の皆様
にご来校いただき、ありがとうございました。 

授業参観では・・・、１年生は生活科でお家の人と一緒に、アサガオのつるを使って「クリスマスリー
ス作り」をしました。２年生も生活科で、自分たちが作ったおもちゃを使った「おもちゃランド」にお家
の人を招待しました。３年生は算数科で、これまで習ったことを使って小数同士のたし算の仕方を学習し

ました。４年生は、図工科で、初めて彫刻刀を使って版画の板を彫りました。５年生は家庭科で「ご飯と
お味噌汁」の調理実習を行いました。６年生は、２人の助産師さんをお招きして、出前講座「こころの教

室」で命の誕生の仕組みや命の大切さを親子で学びました。今回は、どの学年の授業もバラエティーに富
み、お家の人の参加型も多かったようです。お家の人に頑張っている姿を見ていただこうと、子どもたち
も先生も、いつも以上に張り切っていましたし、お家の人の頑張りも随所に見られました。 

また、各学年とも学年懇談では、子どもたちの学校での様子や冬休みの生活等についてお知らせすると
ともに、家庭での子どもたちの生活について活発な意見交換をすることができました。 

さらに、ＰＴＡ広報部会・校外指導部会にもお集まりいただき、協議していただきました。ありがとう
ございました。保護者の皆様のご理解・ご協力のお陰で、ほとんどの閉校関連行事を終えました。今のと

ころ大きな事故やトラブルも無く、学校が運営できておりますことに感謝いたします。 
閉校まで、残すところ４か月を切りましたが、最後までよろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                               

 

       「保護者アンケート（２回目）」のお願い （１２／１１～１２／１８） 

 今年度、２回目の「保護者アンケート」を実施いたします。

１回目と同じように、１２/１１付のメールに記載したＵＲＬをクリックするか、添付文書のＱＲコー

ドを読み取って、回答フォームに進んでご回答ください。 

似たようなアンケート調査が続いて大変恐縮ですが、 １２月１８日（木）までにご入力いただくよう

お願いいたします。子吉小学校最後の「保護者アンケート」ですので、何卒ご協力をお願いします。

　功績の紹介　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
11/ 3　第６３回　本荘由利少年武道錬成大会 

　　小学生の部　３位　　小友唯心塾　（５年　齊藤　〇〇） 

  
11/29　ＨＪＣＵＰミニバス交流大会

　　第３位　子吉ミニバス　チーム 

 
11/30　第２３回　全国ホープス選抜卓球大会秋田県予選会 

　　男子３年生以下の部　準優勝　　３年　佐藤　〇〇〇　（本荘東卓球スポ少）

１２／５～８まで実施した「メディアコントロール調査」へのご協力ありがとうございました。
今回は、他地域での実践例を参考に、「メディア使用２時間以内、８時までやめる」という学校
から示されたルールではなく、「子どもたちが自分で決めたルールを守れたか」という点を重視
して調査を行いました。以下に、「メディア使用時間を守る」「決めた時刻にメディア使用をやめ
る」「両方のルールを守れた」という調査結果をまとめてみました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前回同様、学年が上がるにつれて、ルールを守っている児童の割合が減っていく傾向が見られ
ました。しかし、前回と違って、その割合が総じて高くなっていました。これは、押し付けられ
たルールではなく、自分で決めたルールだから守らなければならないという、自律の意識が大き
く働いたからと言えます。これこそが、「メディアコントロール」のねらいなのです。 

お家の方からのコメントでは、「自分で決めたルールをしっかり守れていて驚きました。」「勉
強したり、自分の好きなことをしたりしてメディアの時間を減らすことができました。」「約束や
ルールがあったので、ダラダラとメディアを使用することがなく他のことに集中できたので良か
ったです。」「今後も続けていければと本人とも話をするいいきっかけとなった。」など、本調査

 を肯定的に捉えてくださるものが多く見られました。ご協力に感謝いたします。
スマホやタブレットが日常化している現代社会において、「もはや、メディアを使うなという

方がナンセンスだ」という学識者の意見があります。確かに、現代の情報社会おいてメディアか
らの情報は必要不可欠であり、メディアを使わない日はありません。中には、フェイクニュース
や詐欺まがいのＳＮＳを信用して犯罪に巻き込まれるケースもあります。このような社会の中で、
子どもたちには正しい情報を見極め、ルールの中でメディアと上手に付き合っていく態度や能力
が求められており、学校教育の中でもメディアリテラシーとして、その能力や態度の育成を図っ

 ていくことが重視されています。
メディアはこれからも進化し続けます。子どもたちに「制限」を与えるのではなく、「ルール

を守って使いこなす力」を身につけさせることこそが、未来を生き抜くための大切な教育である
と考えています。保護者の皆様も、お子さんと一緒にルールを見直し、一緒に正しいメディア利

 用を行うことが、何よりも重要だと思われます。

１２月メディアコントロール　 「制限」から、ルールを守って「使う力」へ


